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お 知 ら せ 

2026年 9月 13日 

ばんえい十勝 

 

9月 13日（日）「第 62回岩見沢記念」（BG2）の結果 
～圧巻の独走！クリスタルコルド号が伝統の一戦を制す！～ 

 

2026年 9月 13日（日）に行われた「第 62回岩見沢記念」（3歳以上オープン・BG2）は、ク

リスタルコルド号が第二障害を先頭で越えると後続を大きく突き放し、圧勝しました。 

馬場水分 0.8％、精鋭 6 頭で行われた本レース。スタートから各馬勢いよく飛び出し、キン

グフェスタ号を先頭に第 1障害をクリアしていきます。道中は一気に位置取りを上げ、キング

フェスタ号をかわしたマルホンリョウユウ号が先行。800kg台の高重量戦ともあり各馬が息を 

入れながら慎重に歩を進めるなか、積極的にレースを引っ張り、そのまま第二障害下へ先頭で

到達します。 

じっくりと息を入れたマルホンリョウユウ号が果敢に仕掛けますが、登坂途中で苦戦。2 番

手で仕掛けたクリスタルコルド号が力強く登坂し、マルホンリョウユウ号をかわして先頭で障

害をクリアします。 

後続が第二障害で苦戦するなか、障害を下りたクリスタルコルド号は一気にリードを広げ独

走態勢に。マルホンリョウユウ号が 2番手で障害をクリアしますが、その差は縮まらず、クリ

スタルコルド号が後続を大きく引き離したまま圧勝。2025年 7月の旭川記念以来となる重賞 7

勝目を飾りました。 

2着にはマルホンリョウユウ号、3着にはローランド号が入りました。 

クリスタルコルド号を管理する西弘美調教師は「岩見沢記念」初制覇、騎乗した西謙一騎手

はメジロゴーリキ号で制した 2021年以来 2度目の制覇となりました。 

 

記 

 

＜クリスタルコルド号のプロフィール＞ ※2026年9月13日現在 

生年月日・毛色：2019年3月16日（牡7歳・鹿毛） 

血統  ：父 スピードフジ  母 桜 姫 （母父） ヤマトゼンシン 

生産者 ：守屋 博氏 

馬主 ：小向 勝司氏 

厩舎 ：西 弘美厩舎 

通算成績：103戦19勝（うち重賞7勝） 

 

【西 弘美調教師のコメント】 

ホッとしています。 

今年度は一生懸命走っていても、なかなか勝てるチ

ャンスがありませんでした。騎手は「馬場が軽かっ

た」と話していましたが、本当にその通りで、よう

やく馬場に恵まれました。 

馬の調子はずっと良かったので、心配はしていませ

んでした。 

スタートも良く、第二障害までの流れも騎手が焦ら

ずに騎乗していたので良かったです。 

この馬は比較的体調が安定していて、夏場は大変で

すが、周りの馬と比べても若い頃から大きく体調を

崩すことが少ない馬です。これからもずっと体調を

壊さないように頑張りたいと思います。 

また次に向けて頑張りますので、応援よろしくお願

いします。 

【西 謙一騎手のコメント】 

今年、やっと 1 勝できたのでホッとしています。 
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     以 上 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

＜報道関係者 各位＞ 

ご不明な点がありましたら以下までご連絡ください。 

なお、掲載の写真等をご使用の際は【提供：ばんえい十勝】のクレジットの記載をお願いいた

します。 

ばんえい十勝 広報担当 藤田・中村・髙尾・岩渕 

〔電話〕帯広競馬場 0155-34-0825㈹  

※火・水曜除く9:30～18:15 ナイター開催日（土・日・月）12:30～21:15 

〔ばんえい十勝公式ホームページ〕https://www.banei-keiba.or.jp/ 

近走は馬場が軽く、この馬に合わない展開が続いて

いました。今日散水したところは軽かったですが、

それなりにタイムが掛かっていたので大丈夫かなと

いう感じでした。 

体調面は涼しくなってきてだいぶ元気になってきた

ので、この状態なら問題ないと思いました。 

レースでは両脇に速い馬がいたので、それらを見な

がら、差されたら仕方がないという気持ちで乗って

いました。 

第二障害の掛かりは良く、下りてからも後ろを見て

他の馬が来ていなかったのでだいぶ楽に乗っていま

した。 

今後は、去年勝てなかった帯広記念、ばんえい記念

に向けて、またイチから作っていきたいと思います。 

応援ありがとうございました。 

また勝てるように頑張るので応援よろしくお願いし

ます。 

https://www.banei-keiba.or.jp/

